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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
骨髄由来抑制細胞（ＭＤＳＣ）の存在または骨髄由来抑制細胞（ＭＤＳＣ）の蓄積によっ
て免疫抑制が誘発されている、癌、感染症、外傷、自己免疫疾患、ワクチン接種、慢性炎
症疾患または移植片機能障害から成る群から選択される病態の治療に使用するための医薬
組成物であって、前記骨髄由来抑制細胞（ＭＤＳＣ）を分化させることによって前記病態
を改善または予防でき、特異的にＳＩＲＰaと結合し、ＳＩＲＰaとＣＤ４７の間の相互作
用を遮断する、抗シグナル調節タンパク質アルファ（抗ＳＩＲＰａ）抗体または、その抗
原結合体から成る群から選択される、医薬組成物。
【請求項２】
　前記分化したＭＤＳＣがＣＤ８０、ＣＤ８６およびＣＤ１０３から成る群から選択され
る少なくとも１つの人間遺伝子マーカーを発現する、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項３】
　前記分化したＭＤＳＣがＣＤ８０、ＣＤ８６およびＣＤ１０３から成る群から選択され
る少なくとも２つの人間遺伝子マーカーを発現する、請求項２に記載の医薬組成物。
【請求項４】
　医薬組成物であって、前記分化したＭＤＳＣがＣＤ８０、ＣＤ８６およびＣＤ１０３の
３つの人間遺伝子マーカーを更に発現する、請求項３に記載の医薬組成物。
【請求項５】
　医薬組成物であって、前記分化したＭＤＳＣが人間遺伝子マーカーを発現する、請求項
１～４のいずれか１項に記載の医薬組成物。
【請求項６】
　前記病態が固形癌、肝細胞癌および黒色腫である、請求項１～５のいずれか１項に記載
の医薬組成物。
【請求項７】
  前記病態が転移癌である、請求項１～６のいずれか１項に記載の医薬組成物。
【請求項８】
  前記医薬組成物が第２治療薬に併用される、請求項１～7のいずれか１項に記載の医薬
組成物。
【請求項９】
  前記第２治療薬が化学療法剤、放射線療法、免疫療法剤、抗生物質およびプロバイオテ
ィックスから成る群から選択される、
請求項８に記載の医薬組成物。
【請求項１０】
  前記第２治療薬が治療ワクチンおよび免疫チェックポイント遮断剤または賦活剤から成
る群から選択される免疫療法剤である、
請求項８に記載の医薬組成物。
【請求項１１】
  前記第２治療薬が、抗ＰＤＬ１、抗ＰＤ１、抗ＣＴＬＡ４および抗ＣＤ１３７から成る
群から選択される免疫チェックポイント遮断剤または賦活剤である、
請求項８に記載の医薬組成物。
【請求項１２】
  請求項１～１１のいずれか１項に記載の医薬組成物による治療効果を決定する方法であ
って、
前記医薬組成物によって治療される患者からのサンプル中で、
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前記ＭＤＳＣおよび前記ＭＤＳＣが人間遺伝子マーカーＣＤ１１ｂ、
かつ、ＣＤ８０、ＣＤ８６およびＣＤ１０３から成る群から選択される少なくとも一つの
人間遺伝子マーカーの存在を測定することを含む、
人間遺伝子マーカーＣＤ１１ｂと、ＣＤ８０、ＣＤ８６およびＣＤ１０３から成る群から
選択される少なくとも一つの人間遺伝子マーカーを発現する細胞の存在が、
ＭＤＳＣの存在を上回った時、治療が効果的になる、方法。
【請求項１３】
  前記サンプルが血液サンプル、組織サンプル、腫瘍からのサンプル、または滑液サンプ
ルである、請求項１２に記載の方法。
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